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 「攻め」の
 サーバインテグレーション 

節電と工数削減で 
経費削減を提案

【巻頭特集】

●巻頭インタビュー
カレーハウスCoCo壱番屋 創業者

宗次 德二氏
トップ自らが 
お客さま第一主義を 
徹底することが 
経営を成功させる

●SaaSビジネス最前線
技術者不要で本格的なクラウドストレージを活用
storagebox（ストレージボックス）

●メーカーズボイス
エプソン販売株式会社
東芝情報機器株式会社
●広告企画
節電・省エネ特集
節電機能に優れる製品の導入で 
業務成績の向上を実現！

●第2特集 
韓国の事例に学ぶ
サイバーテロ対策マニュアル
●CAD情報
継続的なストックビジネスで収益力アップに貢献！
最新版Suite製品の販売戦略と 
パートナー様のメリット
●Navi Value
スマートデバイスを一括で管理・運用できる

「たよれーるデバイスマネジメントサービス」
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BP Top Interview　宗次德二 氏
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トップ自らが
お客さま第一主義を
徹底することが
経営を成功させる ココイチのレトルトカレー

600食をパートナー様に
プレゼントします!! 

各界の最前線で活躍する
オピニオンリーダーに

IT業界復活のヒントを聞く

詳しくはp11へ

Present!
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経営者が誰よりも厳しく
なければ 
会社は成長しない
BP：宗次さんはつねづね、経営における

現場第一主義、お客さま第一主義の重

要性を説いておられます。具体的には、

これらをどのように実践していくべきなの

でしょうか？

宗次德二氏（以下、宗次氏）： 企業が現
場第一主義、お客さま第一主義を実
践していくには、トップが率先垂範して
取り組むことが大切です。背中で教え
るのがいちばんいいんじゃないですか
ね。教えるといっても一朝一夕には分
かってもらえないものですが。コツコツ
と積み上げていったものが姿勢になっ
て、社風になるのです。
　経営者の姿勢や生き方がよくないと、
継続的で安定した経営はできないの
ではないかと思います。会社が大変な
ときは現場第一、お客さま第一で一生
懸命に励むけれど、ちょっとゆとりができ
るとよそ見をしたくなる。経営をおろそ
かにして、ゴルフや社交にのめり込んだ
りするものです。そうではなく、経営者
自身がつねに確かな目標を見つめなが
ら、誰よりも厳しく現場第一主義、お客
さま第一主義に、取り組むべきではな
いかと思います。
BP：背中を見せて教えるというのは、会

社が大きくなればなるほど難しくなるので

はないかと思うのですが。

宗次氏：幸い壱番屋の場合は、会社が
大きくなっても一緒でした。右腕が1人、
2人と増えていき、そういう人たちが責任
を持ってやってくれました。現場第一、
お客さま第一に徹したおかげか、会社
が順調に業績目標をクリアして発展した
こともよかったのかもしれません。社員
全員が「いずれは自分も幹部候補にな
る」という意欲を持っていましたからね。
BP：宗次さんは壱番屋の社長時代、毎朝

お客さまからのアンケートを読むことを日課

とされていたようですね。1日1000通ものア

ンケートを3時間半かけて読んでおられた

とか。やはり、お客さまの声に真摯に耳を

傾けることが経営の基本なのでしょうか。

宗次氏：それこそが現場第一主義、お
客さま第一主義です。明日からの方向
性や、いまの問題の解決策といったも
のは、すべて現場にヒントが詰まってい
ます。ですから、わたしはコンサルタント
の先生が開く勉強会などには一度も参
加したことがありません。すべて自己流
でやってきました。現場にいればお客さ
まの不満は伝わってきます。例えば、下
げられた食器やお帰りになるときの表
情を見るだけで満足度が分かります。
同じように社員の態度や表情からも、い
ろいろなことを感じ取ることができます。
　メニューや営業時間など、できるだ
け、お客さまが望まれることをやってきま
した。自分たちの都合だけでは商売は
できません。営業時間の延長を望んで
いる声が多ければ午前0時まで延長す

る。ややもすると、延長した時間の費用
対効果は赤字になると計算してしまうも
のですが、それではお客さま本位の考
え方にはなれない。最初は大変でも、や
り続けることによってまたお客さまが増
えていくわけです。半年、1年で結果を
出そうとすると、どうしても費用対効果
が先になってしまいます。やはりお客さ
まに喜んでいただくこと、期待に応える
ことが大事でしょうね。
BP：それが大切と分かっていても、どうし

ても業績への影響を恐れてしまう経営者

が多いのではないかと思います。

宗次氏：壱番屋の場合、中長期的な目
標よりも、日々の改善にとことんこだわる
ことを徹底してきました。もちろん会社
ですから、売上高や経常利益などの目
標は掲げますが、それよりもいい店をつ
くることに励んできたのです。
　こだわっても中々うまくゆかないもの
ですから、こだわらなければサービスは
どんどん崩れていきますよね。
　職位の高い人ほど徹底してこだわり
続けること。それがサービス業にとって
大事なんじゃないかと思いますね。

商品力は49まで 
50以上は人間力がモノを言う
BP：部下の方々は、かなり叱咤激励され

たのですか。

宗次氏：しましたね。「そこまで怒ること
はないでしょう」と言われることもたびた
びでした。やはりお客さまの期待に応え
たいので甘くはできませんし、問題に気
付いたら指摘せざるを得ません。店舗
でも、その場でスーパーバイザーやオー
ナーを呼び付けたりして。お客さまから
褒められても、「いや、あまり褒めないで
ください」と言ったり。サービスの質に「こ
れでいい」というゴールはないですから
ね。そうした積み重ねのおかげで、振り

国内外に1,300店以上を展開し、「世界最大のカレーレストランの
チェーン店」としてギネスブックにも登録された「カレーハウスCoCo
壱番屋」。同チェーンを運営する壱番屋の創業者である宗次德二氏は、
2002年に53歳で会長を引退するまで、20年連続で増収増益を達成し
た伝説の経営者だ。「自分には能力がないことを自覚していたので、と
ことん現場主義にこだわってきた」と語る宗次氏は、トップ自らが現場
第一主義、お客さま第一主義に徹し続けることが、経営を成功させる
ために欠かせない条件であると信じている。
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返って見れば業績が右肩上がりに伸び
ていったわけで、最初から会社を大きくし
ようと考えていたわけではないのです。
　よく「どうすれば現場の士気が上がり
ますか？」と尋ねられるのですが、業績
をよくすれば、誰でも一生懸命やるの
ではないでしょうか。
　経営者にとっては、経営がうまくいく
ことがいちばん面白いのではないかと
思います。ゴルフや友人との付き合いよ
りも、毎期増収増益を達成することの
ほうが経営者には幸せです。
　その結果、社員にも昇給をしてあげ

られるわけですから。
　スポーツ選手や音楽家の方々との
お付き合いが多いのですが、子どもの
ころから天才、秀才と言われてきたアス
リートやミュージシャンでも、人知れず、
陰ではものすごく頑張っています。そ
れでも満足な収入を得られない人も多
い。それに比べると、多くの経営者は楽
をしすぎだと思います。ひたむきに努力
をすれば、成功できる確率がいちばん
高いのが社長だと思います。
BP：宗次さんを経営にのめり込ませたも

のとは何でしょうか？

宗次氏：やはりお客さまを満足させたい
という気持ち、喜んでいただいて評判
が口コミで広がっていくことへの手応
え。それでだんだん業容が大きくなって
くると、ますます期待に応え続けないわ
けにはいかなくなりますよね。
　脱サラをして最初に始めたのは不動
産業でしたが、このときは本当にいい
加減でした。25歳で喫茶店をオープン
してから180度人生が変わりました。変
えてくれたのは接客業というサービス
の魅力ですね。名古屋の場末で、コー
ヒーが1杯150円の小さな喫茶店を始
めたのですが、地元では当たり前の
モーニングサービスは一切しませんで
した。商品をディスカウントして集客す
るのではなく、心のこもったサービスを
提供する。これができなければ、商売を
継続することはできません。
　カレーハウスCoCo壱番屋（以下ココ
イチ）を始めたときもそうです。そもそも
喫茶店のメニューとして始めたカレーが
好評だったことが専門店を出すきっかけ
となったのですが、サービスに自信がな
ければ、どんなに評判がよくても場末の
カレー専門店を始めることはなかったで
しょう。なんの勝算もなく、どこにでもあり
そうなカレー専門店をオープンと聞けば、
100人中100人が反対しますよね。それ
を一切相談もしないで、自分のサービス
に対する信念だけでスタートしたのです
から散々苦労はしました。その後、日商
売上が6万円に届いて、何店か出店し
て、というように少しずつ大きくなっていっ
た。周りの声よりも、自分の信念に重きを
置いていたわけです。他人に迷惑を掛
けず、自力で切り開きたいという考えが
強いんですね。
　喫茶店時代、モーニングを出すことに
抵抗したのは、商品のサービスだけお客
さまに喜んでいただくのはどうかと思っ

BP Top Interview　宗次德二 氏
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たからです。資金を貸してくれる銀行か
らも、豆の卸商からも、「モーニングを出
していない店はないから絶対に駄目だ」
と言われたのですが、「モノではなく、心
からのサービスを提供して、笑顔であふ
れる店にしたい」と抵抗したのです。
　名古屋の喫茶店では、飲み物に軽い
おつまみがサービスで付きますが、それ
も30円いただいていました。いまでもココ
イチは、カレーの付け合わせのラッキョウ
に30円いただいていますが、これも過去
の常識では考えられなかったことですよ
ね。大事なのは、モノではなく、ソフトの
部分だと思っています。商品力はどこま
でいっても100のうち49まで。50以上の
評価は人間力だと信じています。
　お客さまにいつも「ありがとうござい
ます」と感謝をする。それでだんだん信
用を得て、応援してくださる人も増えて
いったのです。
BP：ココイチのお店では、お客さまへの

感謝の気持ちを込めて、毎朝ご近所を

掃除しているそうですね。

宗次氏：地域に愛される店、必要とされ
る店をつくることが大切ですね。店主自
らが掃除を一生懸命やっている店を見
ると、「この店大丈夫かな？」なんて絶
対に思わないですよね。掃除をしている
と、それを見た人は心を開いてください
ますから。地域の人も、通り掛かった人
も安心して「ああ、いつもありがとうござ
います。ご苦労さまです」といろんな言
葉を掛けてくれますよね。

自分は二の次にして 
お客さまの信頼に応える
BP：2002年に53歳という若さで壱番屋の

会長職を引退されていますね。きっかけ

は何だったのでしょうか。

宗次氏：できればあと2年ぐらい、1,000

店舗を達成してから、それを花道にし

て辞めようかとも考えていました。ところ
が、現在の社長（浜島俊哉氏）に「社
長になる自信が付いたら、いつでも言っ
てくれ」と余計なことを言ってしまった
ら、わずか半年後に「やらせてくださ
い」と（笑）。でも、嬉しかったですよね。
引退してから「財団でもつくろうか」と考
え、持っていた壱番屋の株を売って、
そのお金を社会貢献に使わせていた
だくことにしたのです。結局、財団では
なくNPOにしたのですが、奨学金の提
供や福祉の助成、音楽ホールの運営な
どを行っています。
　社会貢献の仕事に携わることになっ
たわけですが、現場第一主義、お客さ
ま第一主義を重視する経営者マインド
はまったく変わっていません。
　自分の欲求を満たすだけでなく、事
業にかかわるすべての人に喜んでいた
だきたいですからね。
　講演などで全国を飛び回っていま
すが、いまでも名古屋にいるときは音
楽ホールでお客さまのお出迎えとお見
送りをしています。お客さまの声に耳を
傾けて、ホールの環境やサービス、プロ
グラムの内容などについて日々改善を
図っています。他人任せにはできませ
んね。もしそういう気になったら、仕事を
辞めるべきだと思っています。
BP：最後に本誌の読者にメッセージをお

願いします。

宗次氏：お客さま第一主義の大切さは、
あらゆるサービス業に共通していると

思います。いまは24時間頑張っておら
れる会社も多いわけですから、事務機
器やIT機器などが夜中に故障してもす
ぐに駆けつけるとか、お客さまが困って
おられるのなら、一つひとつ手を差し延
べてあげることが大事ではないかと思
います。最初は大変ですけど、そこか
ら信頼が生まれるのですから。
　お客さまだけでなく周囲の人すべて
の期待に応えることが大切で、自分のこ
とは二の次にすべきです。そういう生き
方をしていると、人も企業もだんだん伸
びていくのではないでしょうか。

宗 次  德 二 氏
T o k u j i  M u n e t s u g u

◎ P r o f i l e

1948年、石川県生まれ。生後間もなく孤児院に預けられ、３
歳の時に宗次家に養子に入る。愛知県立小牧高校卒業
後、株式会社八洲で数年間実務を経験し、大和ハウス工
業に移籍。同社に３年在籍したのち、不動産仲介業を経て、
64年に喫茶店「バッカス」を、65年には、二号店として「浮
野亭」をオープンさせる。そして、68年、「カレーハウスCoCo
壱番屋」の一号店をオープン。フランチャイズシステムを確立
し、日本だけでなく海外にも出店。2004年12月には1000店
舗を達成する。その後、2002年5月に会長職を退き、ココイ
チ創業者として、特定非営利活動法人イエロー･エンジェル
を設立し、さまざまな慈善活動にも取り組む。
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ココイチのレトルトカレー
プレゼントのお知らせ！！
パートナー様の日頃のご愛顧に感謝を込めて、CoCo壱
番屋のレトルトカレー（ビーフ3食、ポーク3食のセット）
100セットをパートナー様にプレゼントいたします。プレゼ
ントをご希望されるパートナー様は、大塚商会の担当営
業までお申し出ください。応募が多数の場合、抽選とな
りますので、ご了承ください。

Present!



巻頭
特集

のサーバ
インテグレーション

Flex System

ブレード型

タワー型

節電と工数削減で経費削減を提案

政権交代による政治主導で、円安・株高が
続いているとはいえ、国内需要の景気回復
を実感できるのは、数カ月先といわれている。
いまだ冷え込みが厳しいIT投資の現状では
あるが、サーバの分野で新製品発表の動き
があった。オンプレミスのサーバ需要は、クラ
ウド化の波に押されているが、すべてのデー
タを外部に保存することへの抵抗感は強い。
そこで、リース満了などによるサーバ入れ替え
の需要を見越し、現在のサーバ製品の動向
をお伝えしたい。
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巻頭特集　「攻め」のサーバインテグレーション 
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折りにふれてサーバを買い替えて
最新トレンドをキャッチアップする

　ほぼすべての企業がビジネスにI T

を活用している今、「サーバの導入」は
「最新製品への買い替えや買い足し」
を意味するようになった。買い替えの直
接的な契機は「リース期間の満了」が
ほとんど。実際には、それに相乗りする
かたちで「業務量増加に対応するため
の能力増強」「消費電力の削減」「ラン
ニングコストの削減」などをねらうケース
が多い。
　買い替えにあたって、企業はその
時点で使っているものより優れた製品
を選ぶことになる。能力増強がねらい
なら、同じアーキテクチャでも「高速
C P Uと大容量メモリを搭載したサー
バ」、サーバ室を広げずに増設するに
は、能力は同程度でも「サイズがコン
パクトなサーバ」、ランニングコストの
削減を目的としている場合は「運用管
理の手間がかからないサーバ」といっ
た具合だ。
　また、折りにふれて買い替えや買
い足しをしていけば、サーバのトレン
ドもキャッチアップできることになる。
Windows NT（Windows Server

の前身）が登場したころは、今でいう

タワー型ばかりだったが、その後に
ラック型が登場。現在ではブレード型
の人気も高い。そうしたトレンドにうま
く乗るには、数年ごとの買い替えが欠
かせない。

オープンシステムに向くラック型
ブレード型は高い収容効率が魅力

　「タワー型」「ラック型」「ブレード
型」。この3つの形態のうち、タワー型と
はデスクトップPCを大きくしたような筐
体の中にシステム基盤とハードディスク
などを収めたサーバのこと。筐体の底

面に支持脚があり、事務室やサーバ室
の床に置いて使用する。
　その後の主流となったのが、19イン
チ幅の金属製ラックにサーバを積み重
ねる「ラック型」だ。床置きにするタワー
型と違って、限られたスペースに多数
のサーバを設置できることがこの形態
の特長。止めネジの間隔と仕様が規格
化されているため、メーカーが異なる製
品を一つのオープンシステムとして組み
上げるのにも向く。
　ブレード型は、2 0 0 2年初めに登
場した形態だ。この「ブレード」とは、
ラック型よりもさらにコンパクトなサー
バ筐体のこと。それをエンクロージャ
（シャーシとも呼ばれる）の中に収め、
エンクロージャを19インチラックに装
着するのである。最大の特長は、きわ
めて高い収容効率が得られること。た
だし、電力や空調設備の強化に迫ら
れることが多く、エンクロージャ内の共
通配線がパフォーマンス面でのボトル
ネック（隘路）になりやすいという課題
もある。
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●業務量増加に対する能力増強

●消費電力の削減

●運用コストの削減

従来コスト従来コスト
100％100％

削減実施後
コスト
削減実施後
コスト
70％70％

削減コスト削減コスト
30％30％

サーバ各タイプのメリット

●タワー型
タワー型PCと同様な形状のサーバで、サイズは、PCのミニタワーサイズから冷
蔵庫大サイズまである。ラックマウント型サーバに比べて初期費用が安く、静
穏性に優れ、ディスクの拡張性も高い。

●ラックマウント型
19インチラックにマウントする形状のサーバで、ラックサーバとも呼ばれる。複
数のサーバをすっきりとまとめることができ、場所をとらない。またサーバの増設
も容易なメリットがある反面、ディスクの増設が難しいなどのデメリットもある。

●ブレード型
ブレードと呼ばれる薄い基盤に必要なパーツを組み込んだサーバで、エンクロー
ジャ（シャーシ）と呼ばれる筐体に差し込んで利用する。ラックマウント型よりも小
さなスペースにサーバを設置できるメリットがある。また、電源や冷却ファンのよう
な故障しやすい可動部品は、共用しているため、管理運用の負担も軽減される。

新しいサーバへのリプレースは、さまざま
な角度からコスト削減効果を実現できる

提案時のアピールポイント



　ところが、最新のブレード型では課
題の多くが解決されつつある。消費
電力と発熱量については省電力型
CPUを採用するという対策が一般的
だ。IBM Flex Systemのようにミッド
プレーン（共通配線）のネットワーク周り
の仕様を強化（最大アップリンク能力
880Gbps）した新傾向の製品も登場し
ている。

技術の進歩につれて性能も向上
買い替えで最大能力を維持できる

　エンドユーザ様にサーバの買い替え
や買い足しを促すにはどのような説得
法が効果的なのだろうか。
　まず、パフォーマンス向上を前面に出
した提案方法がある。他の工業製品と
同様、サーバも技術の進歩につれて性
能が年々高まっている。数年ごとに新し

いサーバに買い替えていけば投資額
に見合ったパフォーマンスを長期的に
確保できる、と提案するわけだ。
　大きなインパクトを持つのは、CPUの
プロセスルール（線幅）である。プロセス
ルールとはLSIの内部回路の基準幅を
示す数値のことで、この値が小さいほ
ど、一つのチップ内により多くの素子を
収容できる。Windows用サーバの多く
で使われているIntel製CPUの場合、
5年前の2008年には45nmだったもの
が、現在ではおよそ半分の22nm。単
純計算では、同じ大きさのチップに4倍
の回路を詰め込めることになる。
　そうした“余力”を生かしたのが、最
新のC P Uに組み込まれている「一時
的にクロック周波数を高める機能」「速
度を低下させずに消費電力を減らす
機能」「サーバ仮想化の際に発生す
るオーバーヘッドを減らす機能」など。
チップあたりのコア数も増えるので、より
少ないサーバ台数で従来と同じ処理
能力が得られるようになる。

省電力性能が高い最新サーバで
厳しさを増す電力事情に対応できる

　また、全国的に電力事情が厳しくなっ

ている背景から、最新サーバへの買い
替えによって消費電力を削減できるとい
うメッセージにも強い説得力がある。
　そもそも、かなり以前から、Intelを始
めとする半導体メーカーはパフォーマン
スと低消費電力を両立させられるCPU

の開発に取り組んできた。CPUの性能
を高めるには多数の回路をLSIに集積
して大電流を流せばよいのだが、その
一方で、大電流によって発生した熱に
よってLSI内部の接合部が破壊されて
しまうことにもなる。そこで、CPUが収め
られたLSIを正常動作させるためにも、
省電力化は求められていたのである。
　さらに、単位面積当たりの収容可能
台数が多いラック型やブレード型を導
入しようとすると、電源系統あたりの許
容アンペア数を増やしたり空調の能力
を高めたりといった設備増強に迫られ
ることも多い。導入コストを少しでも低く
抑えようとする企業やデータセンター事
業者にとって、これは致命的な問題。
買い替えや買い足しするなら低消費電
力型の製品となるわけだ。
　このような背景から、最新のCPUで
は駆動電圧を下げることによって消費
電力を抑えているほか、使われていな
い回路への電力供給を動的に断つ機
能も装備している。例えば、内蔵ハード
ディスクをフラッシュメモリ製の半導体
ディスクで置き換える「サーバサイドフ
ラッシュ」は、レイテンシーの解消だけで
なく、消費電力の削減にも少なからぬ
効果がある。

サーバ台数やCPU数を減らせば
運用コストもそれだけ圧縮できる

　さらに、最新のサーバに買い替える
と運用コストも圧縮できる。
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32nmプロセスによるプラナー型トランジスタ（左）と22nmプロセスのTri-Gateトランジスタ。写真左で右上
から左下方向に並んでいる棒状のものが、プラナー型トランジスタにおけるゲート電極。写真右で、同じく
右上から左下方向に伸びるのがTri-Gate型トランジスタのゲート電極で、左上から右下方向に伸びる背
の低い棒状の構造物がソースとドレインを構成するフィン。

配線
半導体

配線の幅が
プロセスルール

プロセスルールの進化が節電に貢献
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　まず、絶対金額はそれほど大きくな
いものの、消費電力の削減によって電
力コストが抑えられる。最新サーバに
は省電力型のC P Uを搭載したものが
多いからだ。
　また、契約の形態や内容にもよるが、
ハードウェア／ソフトウェアのメンテナン
スコスト（保守費用）も相当に減らすこ
とができる。サーバのメンテナンスは台
数単位、OSやミドルウェアなどのソフト
ウェアのメンテナンスはCPU数／コア数
が単位になることが多いので、台数や
CPUの数が減るような買い替えをする
ことによって毎年のメンテナンスコストを
抑えられるのだ。
　サーバ台数を減らすことができるの
は、最新のサーバほど高性能のCPUを
搭載しているため。業務量にそれほど変
わりがなく、利用しているソフトウェアパッ
ケージやミドルウェアも同じなら、性能が
向上したぶんの台数を減らしても業務に
支障が生じることはない。商用データセ
ンターをハウジング方式で利用している
場合は、ラック本数を減らして月々の利
用費用を圧縮することもできる。
　また、高性能さを生かして仮想マシ
ンの台数を増やし、従来は業務ごとに
用意していたサーバを少数の最新サー
バ上に同居させる「サーバ統合」でも
ハードウェアの保守費用は減らせる。た
だ、最近のソフトウェアパッケージは契
約単位が「物理台数」から「仮想マシ
ン」になっているので、ソフトウェア保守
費用についての効果は限定的な範囲
にとどまる。

運用管理工数の削減も可能にする
管理プロセッサ装備のサーバ

　このほか、運用コストの大きな部分を

占める運用管理工数を減らすためにも
最新サーバへの買い替えは有効だ。
　特にお勧めしたいのが、システム管理
プロセッサを備えたサーバである。このよ
うなサーバを導入しておけば、故障しそ
うなハードウェアの部品や回路を未然に
検出して運用管理ツールに通知させた
り、万が一の障害発生時にネットワーク
経由で外部から診断・修復したりといっ
た対応が可能。夜間・休日のシステム運
用を無人化することによって運用管理
工数を大幅に削減できるのである。
　高性能サーバへの買い替えによる台
数削減も、サーバが正常に動作してい
るかどうかを確認するための巡視やシ
ステム構成変更時のケーブリングといっ
た作業の手間を省くのに役立つ。

ラック型とブレード型を使い分け
垂直統合機の動向も押さえておく

　では、この2013年度、日本のサーバ市
場はどのように推移していくのだろうか。
　まず、全体的な傾向はこれまでとあま
り大きく変わることはないと考えられる。
フロント系には大量に販売されていて
値ごろ感のある1U2Sサーバ（筐体の高
さが1UでCPUソケットを2基備えたラッ
ク型）、高可用性を実現するためのク
ラスタリングや仮想マシンのダイナミック
移動を必要とする部分にはブレード型
サーバという棲み分けだ。
　ただ、昨年あたりから顕著になってき
た垂直統合機／専用機の動向はきち
んと押さえておくべきだろう。適用できる
おもなジャンルは、データベース、デー
タウェアハウジング（DWH）、ビジネスイ
ンテリジェンス（BI）、ビッグデータなど。
サーバ、ストレージ、OS、ミドルウェアな
どがワンセットになっているので、導入も

運用管理も容易だ。システム構成も最
適化されており、チューニングの手間も
かからない。
　続けて、主要なサーバメーカーのラ
インナップ（2013年4月現在）を紹介し
ておく。

●日本IBM
PureSystemへの“入口”となる
新しいブレード型への移行が進む

　日本IBMは、Windows Serverの
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日本IBM

タワー・モデルはサー
バ内部の拡張性にす
ぐれ、小規模のファイ
ル・サーバから、分散
環境のミッション・クリ
ティカル・システムま
で、多彩なラインアッ
プをそろえている。

IBM BladeCenterは、
高密度な環境の構築
を前提に考え出され、ミ
ッドレンジ・サーバー14

台分（最大）の機能と
パフォーマンスを、7Uま
たは9Uのラック・スペ
ースに凝縮できる。

仮想化環境を前提に設計され、大容量メモリの
搭載と広帯域を提供する次世代ブレード･サーバ
がIBM Flex Systemだ。

IBM System xシリーズ

IBM BladeCenter

IBM Flex System



ユーザ向けにIBM System x、IBM 

BladeCenter、IBM PureSystemsの
3系統のラインナップを用意している。
　このうち、「x86サーバ」に位置付け
られているSystem xのシリーズは、タ
ワー型とラック型で提供されている。高
性能機はラック型のみで供給されてお
り、ハイエンドのx3850 X5とx3950 X5

に8ソケットモデルが存在する。
　一方、歴史的な経緯もあって、
ブレード型にはB l a d e C e n t e rと

PureSystemsの2系統が存在する。
BladeCenterは、ブレード型が世に登
場した2002年から続く“伝統の”ブラン
ドだ。システムの構成は、高さが7U～
12Uの4種類のシャーシと2ソケット～4

ソケットのブレードを組み合わせるとい
う一般的なスタイル。一つのシャーシの
中でx86ブレードとPOWERブレードを
混在させることもできるので、Windows

ベースの業務システムとAIX（IBM製の
UNIX）ベースの業務システムを併用し
ている企業にも向いている。
　このほか、「仮想化基盤向け事前
構成済みソリューション」としてI B M 

BladeCenter Foundat ion for 

Cloudという専用機のような製品も用意
されている。
　もう一つのブレード型となるのが、
PureSystemsのラインナップの一つとし
て2012年にリリースされたIBM Flex 

Systemである。日本IBMは同社のブ
レード型製品を今後こちらに統合集
約すると発表しているので、長期的な
視野に立ったシステム提案をするので
あれば、BladeCenterではなくFlex 

Systemのほうを提案したい。
　Flex Systemは、PureSystem

への第一歩となる新世代のブレード
サーバとして位置付けられている。
BladeCenterとの違いの一つは、各ブ
レードが共有するミッドプレーン（共通配
線）のネットワーク能力が最大880Gbps

（アップリンク時）と高いこと。ミッション
クリティカル型の業務システムには最適
な選択肢となる。IBM Flex System 

Managerという統合管理ツールが用意
されていることも、BladeCenterとの違
いである。

●日本HP
管理プロセッサを標準で搭載
省電力型サーバにも力を入れる

　日本HPは、これまで、HP ProLiant

サーバをWindows Server向けのメ
インのラインナップとして展開してき
た。ほぼ全モデルにHP Integrated 

Lights-Out（iLO）と呼ばれるシステム
管理プロセッサが装備されているため、
運用管理性能はきわめて高い。
　その中核に据えられているのが、
ラック型のDLライン。DLという略号は
Density Optimized Lineを意味して
おり、その収容密度には定評がある。ま
た、1ソケットから8ソケットをカバーして
いるので、3階層システムのフロント系か
らバックエンドまでのすべてをDLライン
だけで組み上げることも可能だ。
　 一 方 、タワー 型 の M Lライン
（Maximum Flexibility Line）は
小・中規模の業務システムを1筐体で
構成する使い方を想定したハードウェ
ア仕様になっている。C P Uソケット数
は1～2と控えめだが、4～24台までの
ハードディスクを筐体内に装着できる
のがポイント。最上位モデルでは54TB

（SAS/SATAの場合）までを1筐体に
内蔵できる。
　ブレード型に位置付けられている
B LラインはD Lラインと似たモデル構
成になっていて、2ソケット～4ソケッ
トをカバー。これらのブレードを2種
類のエンクロージャに収めたのが、
HP BladeSystemと呼ばれるブレー
ドシステムだ。同じエンクロージャに
Windows Server、HP-UX（HP製の
UNIX）、Windowsワークステーション
の3種類のシステムを同居させることが
できるので、システム構成面での柔軟
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優れた運用管理機能
を標準装備し、エント
リータワー型サーバに
期待される利便性と
拡張性を優れたコスト
パフォーマンスで実現
する定番サーバ。

DL320e Gen8には、高速なリモートコンソール機
能やメディアマウント機能に加え、サーバのライフ
サイクルを管理するための管理機能が組み込ま
れている。

省電力、省スペース、低コスト、迅速な拡張性を
追求しつつ、エンタープライズ用途で求められる
可用性・保守性を考慮した新しいサーバだ。

日本HP

HP ProLiant ML310e Gen8

HP ProLiant DL320e Gen8

HP ProLiant Moonshot Server
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性も高い。
　さらに、この4月19日には、ブレード
型の新しいラインとなるHP ProLiant 

Moonshot Serverも国内でリリースさ
れた。これはデータセンター向けの省電
力型サーバとなるラインで、4.3Uのエン
クロージャに45枚のブレード、47Uのラッ
クには1,800枚のブレードを装着できる
収容密度の高さが最大の特長。消費
電力と発熱量を抑えるために、CPUに
はIntel Atomが使われている。
　その他のラインナップとしては、コンパ
クトサーバのMicroserverとスケールア
ウト向けのSLラインがある。

●NEC●日立製作所●富士通
ラック型とブレード型に加えて
特長的なモデルも市場に投入

　国内メーカーのサーバについては、ラ
インナップの概要だけを簡単に紹介し
ておく。
　NECのExpress5800シリーズで
は、タワー型を小・中規模ビジネス向
けのDataStationLineにのみ設定。
ラック型、モジュラー型、ブレード型

（SIGMABLADE）は中・大規模シス
テム向けのDataCenterLineに位置
付けている。無停止型のf tサーバと省
電力型のECOCENTERがあるのも特
徴的だ。
　日立製作所のWindows Server

向けサーバには、ブレード型 の
BladeSymphonyとHA8000-bd、ラッ
ク型／タワー型のHA8000の各シリー
ズがある。ハードウェアアーキテクチャー
での特長となるのが、Vi r t a g eという
ハードウェア方式の論理パーティション
（L PA R）技術。サーバ仮想化による
オーバーヘッドを最小限に抑えられるの
で、ミッションクリティカル型の業務システ
ムを仮想化するケースに最適だ。
　富士通のPRIMERGYシリーズも、タ
ワー型（TX）、ラック型（RX）、ブレード
型（BX）という構成。タワー型の一部に
ラック型兼用モデルが用意されていた
り、データセンター向けマルチノードサー
バがあったりと、バリエーションも多い。
クラスターシステムを容易に構築できる
おすすめ構成「Quick Start Suite」も
魅力的なソリューションだ。

サーバのリプレース提案は、
ハイブリッドを中心に

　BCP対策としてデータの安全性を考
えた場合、クラウドストレージへの移行
は、自然な流れだといえる。しかもクラウ
ドストレージの価格は、下落する一方で
1GBあたり約12円/月だ。
　パートナー様がサーバのリプレース
を提案する場合、SaaSやクラウドスト
レージへの移行は、選択肢の一つとし
て、確実に挙がるはずだ。もちろん大
塚商会の豊富な商材を活用し、クラウド
サービスを提案してもよい。しかし、エン
ドユーザ様の利便性を検討し、パート
ナー様の売上を確保するなら、ハイブ
リッドの提案をしたい。クラウドサービス
はネットワークが命。このウイークポイント
を指摘しつつ、クラウドは、バックアップと
して活用してはどうかという提案だ。日
常の業務は、社内のサーバを活用し、
バックアップをクラウドで行う。景気の回
復を実感できそうな夏以降の商戦は、
ハイブリッド提案を基本戦略として、案
件の獲得を目指したい。
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NEC

Express5800シリーズ

DataStationLineは、オフィスや店舗など現
場への設置に適したサーバ。データセンタ
ーを補完する中継サーバに最適だ。

日立製作所

BladeSymphony

BS500は、仮想化/クラウド基盤やビッグデ
ータを扱うシステム基盤に最適化された次
世代スタンダードブレードだ。

富士通

PRIMERGYシリーズ

高性能と高拡張、業務を止めない高信頼
性へのこだわりは、DBサーバや仮想サーバ
などミッションクリティカル用途での安定運
用を実現する。
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サイバーテロ
対策
マニュアル
標的型メールに代表される不正アクセスは、年々、巧妙化している。その目的も攻撃者の自己
満足を満たす愉快犯的なものから、明確な利益を追求する犯罪行為へと変化している。日々、
インターネットを含むネットワークを活用する現代のビジネスでは、機密情報を盗み取るフィッ
シング詐欺や生産活動を阻害するサイバーテロを受けた場合の被害は甚大だ。サイバーテロ
を完全に防ぐ対策は、無きに等しいが、その手口を知っておくことで、防げる攻撃もある。そこ
で、韓国で起こったサイバーテロをケーススタディとして、対策を考えてみたい。

第2特集　韓国の事例に学ぶサイバーテロ対策マニュアル
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韓国内の3万台以上が被害に遭った
3月20日のサイバーテロ

　Webサイトや社内システムを狙ったサ
イバーテロは、年々悪質化かつ巧妙に
なっている。以前は、DoS攻撃（Denial 

of Service attack）などでWebサーバ
のサービスを妨害したり、Webページを
改ざんするものなどが主だったが、最近
では社内システムを狙ってウイルスを送
り込んだり、個人情報や機密情報を盗
み取ろうとするものが増えてきた。
　2013年3月20日に韓国で発生した
サイバーテロは、複数の放送局や銀行
を狙った連鎖的な攻撃が行われたこと
で世界的なニュースとなった。このサイ
バーテロは、時限起動する複数のマル
ウェアによって引き起こされたようだ。そ
の手口はこうだ。まず、アンチウイルスソ
フトを無効にし、20日14時、プログラム
を一斉起動してハードディスクにランダ
ムな書き込みを行って情報を破壊する。
同時に起動時に必要なマスターブートレ
コード（MBR）を書き換えてPCが起動で
きないようにしたのだ。また、Windows

のクライアントPCだけでなく、リモート接
続されたLinuxサーバもデータを消去す
ることでシステムも破壊している。韓国
国内で3万台以上のPCに被害が及び、
銀行のATMが利用できなくなり、一部の
放送局では復旧に数日かかるなどの多
大な被害が発生した。

フィッシングメールとWeb改ざん
セキュリティパッチの書き換えが原因

　問題は、これらのマルウェアがどのよ
うにネットワークに侵入し、PCに送り込
まれたかだ。侵入ルートは、現在までの
調査では2つが考えられるという。
　まず1つは、3月19日に韓国国内の
複数の組織に送られた銀行を装った
フィッシングメールの存在だ。このメール
にはマルウェアが添付されており、これ
により複数のファイルのダウンロードが
実行され、今回の攻撃の原因となった
マルウェアがPCに送り込まれたとされ
ている。トレンドマイクロもこれらのメー
ルが送られていたことを確認しており、
閲覧者の端末にバックドア型不正プロ

グラムが侵入するように複数の銀行の
Webサイトが改ざんされていたことも被
害を拡大した一因だと発表している。
　また、ソフトウェアのアップデート
パッチを配信するWindows Server 

Update Services（WSUS）サーバが
マルウェアの発信源になっていることも
報告されている。WSUSが非正規の
Windows Serverで構成されている場
合、マイクロソフトからはダウンロードす
るリストは提供されても、正規のセキュ
リティパッチをダウンロードすることがで
きない。非正規のWSUSではリストを元
にマイクロソフトとは関係のないサイト
からこれらのパッチを入手する仕組み
となっており、これらのパッチにマルウェ
アが入り込んでいたというのだ。これに
よって、放送局や金融機関などのター
ゲットを絞り込んでマルウェアが配布さ
れたと考えられる。利用者からすれば、
セキュリティのためにパッチを安心して
導入したにもかかわらず、システムを破
壊するマルウェアをダウンロードしてい
たことになるのは皮肉なものだ。

トレンドマイクロによる韓国サイバーテロの記事
http://blog.trendmicro.co.jp/archives/6911

トレンドマイクロでは、バックドア型不正プログラムの対策として、最新の不正プログラムに
よる感染をクラウドから防ぐ不正プログラム対策ソリューション「ファイルレピュテーション」が
有効だとしている

脅威情報の収集
脅威の特定・分析
お客さまの保護

脅威情報の収集
脅威の特定・分析
お客さまの保護
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セキュリティ対策の基本は
まず“きちんとする”こと 　

　大規模で巧妙なサイバーテロからPC

やシステムを完全に守る手段は、残念な
がらない。しかし、セキュリティはちょっとし
たことで向上させることができ、被害を受
けるリスクをゼロにはできなくても、抑える
ことができる。
　例えば、今回の韓国での事件を振り
返れば、非正規のWindows環境で構
築されたWSUSが利用されていたこと
が大きな問題となっている。当然のことな
がら、サーバはもちろん、クライアントPC

も正規の製品を使わなければセキュリ
ティを担保することが難しくなる。正規の
Windows ServerでWSUSを構築してい
れば、正規のセキュリティパッチが適用で
きたはずなので、今回のサイバーテロの
影響を最小限に抑えられたと言っても過
言ではない。
　また、今回攻撃を受けたクライアント
OSは、Windows XPであったと考えられ

る。利用されたマルウェアは、MBRを書
き換えて起動できないようにしているが、
Windows Vista以降のOSでは、管理者権
限がない限り、MBRを書き換えることはで
きない。また、Windows 8からはMBRに加
えてUEFI（Unified Extensible Firmware 

Interface）によるセキュリティブートが選択
できるようになっているので、最悪の場合で
もPCを起動させて書き換えられたデータ
を復旧させることが可能となる。Windows 

XPのサポート期限切れ（2014年4月9日）ま
で1年を切ったが、最新のOSにリプレイス
することも、セキュリティを向上させる一助と
なることは間違いない。
　もちろん、クライアントPCのセキュリティ
パッチやアンチウイルスソフトの更新パッ
チは最新のものを適用することも重要だ。
システムのセキュリティに関しては、ぜい
弱性診断サービスや不正侵入検知サー
ビスなどを利用することができる。また、
自社でサーバを運営するよりもデータセン
ターやクラウドサービスを利用したほうが

セキュリティ的にも安心で、運用負荷を低
減させることが可能だ。これらは、システ
ムの重要性とコストをしっかりと考えて全
体を設計しておく必要があるだろう。

業務上のやり取りを装う
標的型メールに注意

　韓国のサイバーテロでは、フィッシング
メール（標的型メール）を利用してマル
ウェアが送り込まれていたが、これらの怪
しいメールへの対処を考え、個人や各社
員の意識を変えておくことも重要だ。添付
ファイルをむやみに開かないことや、メー
ルの発信元のドメインが正しいものか、内
容に怪しげなものがないかなど、冷静に
チェックできるようにしておきたい。特定の
企業や公的機関を狙ってマルウェアやウ
イルスを送り込む手段として標的型メール
が利用されることが多くなっているので、
十分に注意しておこう。
　メールの添付ファイルに関しては、実行
ファイル形式（exe、com、msiなど）を開

情報処理推進機構（IPA）「標的型攻撃メール＜危険回避＞対策のしおり」

http://www.ipa.go.jp/security/antivirus/documents/10_apt.pdf
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かないことは当然だが、アイコンをPDFな
どの文書ファイルに偽装している場合もあ
るので、注意が必要だ。普段やり取りのな
い相手から添付ファイルが送られてきた
場合は、ファイルの拡張子が表示される
設定にしておいて、何のファイルかをしっ
かりと判断しておく必要がある。
　近年増加している標的型メールは、関
連のある企業などから送られてきているよ
うに偽装し、その組織の業務内容に沿っ
た内容に偽装しているケースが多い。例
えば、最初からマルウェアが添付された
メールを送りつけるのではなく、問い合わ
せ窓口などに相談メールを送り、何度か
やり取りをして安心させてからファイルを
送るケースもある。手口が巧妙化してい
るので難しいが、やり取りの中で不自然な
内容がないかをしっかりと判断し、怪しい
添付ファイルを開けなければならない場合
は、ネットワークから隔離されたPCで開い
てみるなどの慎重さが必要となる。情報
処理推進機構（IPA）では、「標的型攻撃
メール＜危険回避＞対策のしおり」などを
発行しているので、これらの資料を活用し
て、注意を喚起しておくことも重要となる。

これ以外にも、IPAにはさまざまなセキュリ
ティ対策に関するしおりが発行されている
ので、一度チェックしておいてほしい。

偽セキュリティ対策
ソフト型ウイルスとは

　最近のセキュリティの脅威としては、
「偽セキュリティ対策ソフト」型ウイルス
が増加しており、IPAでも注意を促してい
る。このウイルスは、偽のセキュリティ警告
画面を表示させ、ブラウザなどのプログ
ラムが正常に動作しなくなる、ファイルが
見えなくなるなどの被害を引き起こす。ま
た、偽のセキュリティ警告画面によって、
セキュリティ対策ソフトの購入を迫り、クレ
ジットカード番号などを入力させて盗み取
るといった被害も出ているようだ。
　これらのウイルスは、改ざんされてしまっ
た企業のWebサイトや悪意のあるWebサ
イトを閲覧することでインストールされてし
まうケースが多い。企業や銀行のWebサ
イトが改ざんされたというニュースを聞くこ
とも多くなってきているので、十分な注意
が必要だ。その後、ウイルスがインストー
ルされたPCでインターネットを巡っている

と、ウイルスチェックしているような偽装画
面が表示され、ウイルスが多数見つかり、
有償のセキュリティ対策ソフトを購入する
ように迫られるようになる。
　これらの偽セキュリティ対策ソフト型ウ
イルスを防ぐには、特別な方法ではなく、
従来のセキュリティ対策を施しておくこと
が重要となる。つまり、OSとアンチウイル
スソフト、その他のソフトを常に最新の情
報にしておく、重要なデータは定期的に
バックアップしておく、といった対策だ。ま
た、企業のWeb管理者であれば、自社の
Webサイトが改ざんされてこのようなウイ
ルスの発生源とならないように、ぜい弱性
のチェックや管理パスワードの管理、不正
アクセスの検知などをしっかりと行っておく
ことが重要だ。
　悪意のあるマルウェアやウイルス、攻撃
などが増加し、巧妙化しているが、基本的
にそれらの対策は特別なものではなく、き
ちんと基本を抑えることで防げるケースが
多い。PCやシステムに対する対策に加え、
利用者の教育もしっかりと行い、基本を
しっかり守らせることでリスクを最低限に抑
えることができることを覚えておこう。

「偽セキュリティ対策ソフト」型ウイルスに感染するまでのイメージ図

○×社
ホームページ

正規のウェブサイト

悪意のあるウェブサイト

一般利用者

攻撃者

①改ざん

③誘導 ＋ ウイルス感染
②サイト閲覧

古いバージョンなど、
未対策のプログラムを

悪用される。
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コラム　進化するIT基礎技術の可能性

Possibi l i ty  of  IT basic technology

進化する

IT基礎技術の可能性

　ここ数年、インテルの主力CPUとして各社のPCに広
く採用されているのが、Core iシリーズである。Core iシ
リーズは、2008年に「Nehalem」(開発コードネーム)とし
て知られていた第1世代の製品が、2011年に「Sandy 
Bridge」(同)として知られていた第2世代の製品が登場
し、現在は2012年に登場した第3世代Core iシリーズ
が主流である。第3世代Core iシリーズの開発コードネー
ムは「Ivy Bridge」であり、22nmルールで製造されてい
る。Ivy Bridgeでは、新構造の3Dトライゲートトランジスタ
を採用することで、消費電力あたりの性能を大きく高めて
いることが特徴だ。Ivy Bridgeの後継として、2013年6
月に登場すると見られている最新CPUが第4世代Core i
シリーズだ。第4世代Core iシリーズは、開発コードネーム
「Haswell」と呼ばれており、プロセスルールは第3世代と
同じ22nmであるが、マイクロアーキテクチャが一新され、
CPU、GPUともに大きく性能が向上している。
　CPUについては、動画や画像などのマルチメディア処
理性能が向上する新命令「AVX2」をサポートしたほか、
命令発行および実行ユニットが強化されており、最大8内
部命令(uOPs)を同時発行、4整数演算を並列実行できる
ようになった(現在は6内部命令/3整数演算)。また、開発
コードネーム「Clover Trail」ことAtom Z2760がいち早く
実装した新たなシステム動作状態「S0ix」をサポートしたこ
ともポイントだ。S0ixのサポートにより、アイドル時の電力
を従来の20分の1に削減し、スリープ状態からの高速な
復帰を実現している。第4世代Core iシリーズの登場によ
り、Windows 8の新機能である「Connected Stanby」
がようやくメインストリームPCで利用できるようになるのだ。
Connected Stanbyは、システムをスリープ状態にしても、
インターネットとの接続が維持される機能であり、利用には
アプリケーション側の対応も必要だが、これまではAtom 
Z2760搭載機でしか使えなかったこともあり、アプリケー

ションの対応が遅れていた。第4世代Core iシリーズの登
場により、Connected Standbyへの対応が進むことが期
待される。GPU部分についても、3D描画機能が大きく強
化され、最新のDirect3D 11.1やOpenGL 4.0をサポー
トするほか、ノートPC向けのハイエンド製品では、現行の
Ivy Bridgeの最大2倍の性能を実現する。
　第4世代Core iシリーズの登場により、大きな進化が期
待されるのが、Ultrabookである。インテルが推進する薄
型ノートPCフォームファクターである「Ultrabook」は、昨
年大きくシェアを伸ばしており、ビジネスユーザーをターゲッ
トした製品も各社から登場し、確固たる存在感を示してい
る。第4世代Core iシリーズが登場すれば、基本性能がさ
らに底上げされるだけでなく、省電力機能がより強化され、
アイドル時の消費電力が大きく削減されているため、バッ
テリー駆動時間もさらに延びることになる。重さ1.5kgを切
る製品でも、10時間を大きく超える駆動時間を実現できる
ことが期待される。さらに、Connected Stanbyの利用に
より、スリープ中でもインターネットから最新情報を常に取
得し続け、使いたいときには一瞬で復帰するという、現在
のスマートフォンとほぼ同じ使い勝手を実現できるようにな
るだろう。今年の後半は、第4世代Core iシリーズを搭載
したUl t r a b o o kに注目が集まることは間違いない。
Windows 8対応アプリケーションの拡充とあわせ、絶好
の商機となりそうだ。

いよいよ登場する
第4世代Core iシリーズの強化点を探る

第4世代Core iシリーズの試
作チップ。ダイの形はかなり
横長である
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